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 拝啓    

 

初秋の候、時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上

げます。 

さて、第 15 回生殖・発生毒性学東京セミナーを別紙の要綱で開催する運びとなりました。 
本セミナーは、下記10名の実行委員が世話人として持ち回りで開催しています。今回は、大正製薬(株) 医

薬研究所の堤俊輔委員と(財)残留農薬研究所の北條仁委員が担当しています。 
第 15 回セミナーは第 1 部としてパネルディスカッション「生殖発生毒性以外の専門家からみた生殖発生

毒性試験」を企画しました。専門領域の違う 3 名の先生として、遺伝毒性：澁谷徹先生（元(財)食品薬品安

全センター)、発がん性：福島昭治先生（日本バイオアッセイ研究センター)、医薬品評価：小野寺博志先生

（国立医薬品食品衛生研究所）をお招きし、各専門分野からみた生殖発生毒性試験について語っていただき

ます。第 2 部では加藤秀樹先生（浜松医大)に｢実験動物としてのクローズドコロニー系統の有用性と問題点｣

をテーマにご講演していただきます。内容は「験動物としてのクローズドコロニーの有用性について遺伝学

的観点から紹介するとともに、マウス、ラットのクローズドコロニー系統が抱える遺伝的な問題点を紹介し、

その解決方法について論議する｣です。 
皆様の多数のご参加をお待ちしています。 

セミナー終了後に懇親会を企画しています。会員相互の親睦を深めると共に情報交換の場としてご活用く

ださい。                                          敬具 
  
 
＜セミナー実行委員＞  

堤  俊輔       大正製薬(株) 医薬研究所   
北條 仁     (財)残留農薬研究所 
中島 幹夫   旭化成ファーマ(株) 開発研究所 
吉田 順一  味の素(株) 医薬カンパニー 
松浦 郁夫 (株)三菱化学安全科学研究所 
太田 亮      (財)食品薬品安全センター 秦野研究所 
大山 直樹     田辺三菱製薬(株) 安全性研究所 
下村 和裕       第一三共(株) 安全性研究所 
原  洋明      (株)イナリサーチ 
鷹野 正生     (株)ボゾリサーチセンター 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
（事務局から） 職場内等で回覧、掲示をお願いします。参加希望者は、9 月 29 日までに事務局にお知らせ

ください(セミナー、懇親会それぞれ明記して下さい)。その際、参加者全員の氏名・所属・連絡先（住所、

TEL、FAX、e-mail）をご記入ください。申し込みは e-mail 又は FAX でお願いします。なお、当日受付も

行いますが、資料を配付できない場合もありますのでご了承願います。  
 事務局 日本バイオアッセイ研究センター           
       試験管理部 生殖発生試験室               TEL：0463-82-3911 
      奥田 裕計                        FAX：0463-82-3860 

   〒257-0015 神奈川県秦野市平沢 2445   e-mail：h-okuda@jisha.or.jp

mailto:h-okuda@jisha.or.jp


 

 

第 15 回 生殖・発生毒性学東京セミナー 

  

日時：  2008 年 10 月 3 日（金）  13:00～17:00  

会場：  「独立行政法人 国立オリンピック記念青少年総合センター」 

      センター棟 3階、309 室  

      懇親会：カルチャー棟「レストラン とき」 

      〒151-0052 東京都渋谷区代々木神園町 3-1 

      TEL 03-3467-7201  http://nyc.niye.go.jp

       小田急線        参宮橋駅 7 分 

       地下鉄千代田線   代々木公園（代々木公園西門前出口）10 分 

会費：   セミナー：1,500 円（当日） 

       懇親会 ：3,500 円（当日） 

(セミナー・懇親会ともに、ノーネクタイのカジュアルな服装でご参加ください) 

 

プログラム 
      

 12:45～13:25  受け付け 
 13:25～13:30  開会のことば 

進行： 堤 俊輔（大正製薬） 
パネルディスカッション：「生殖発生毒性以外の専門家からみた生殖発生毒性試験」 

1.   13:30～13:55 「遺伝毒性｣ 

澁谷 徹先生（元(財)食品薬品安全センター) 

2.   13:55～14:20  「発がん性｣ 

福島 昭治先生（日本バイオアッセイ研究センター) 

3.   14:20～14:45 「医薬品評価｣ 

小野寺 博志先生（国立医薬品食品衛生研究所） 

 14:45～15:15  質疑応答・総合討論 

 15:15～15:25  休憩 

4.   15:25～16:25           
             進行： 北條 仁 （(財)残留農薬研究所) 

 講演：「実験動物としてのクローズドコロニー系統の有用性と問題点」 

    加藤 秀樹先生（浜松医大) 

 16:25～16:30  閉会のことば 
北條 仁    

 16:40～18:10  懇親会 
 

http://nyc.niye.go.jp/


 
 
セミナー会場へのアクセス 
 

 会場：センター棟 
3 階、309 室 

 


